
2 0 2 2 年 1 月 12 日 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

第 223 回「地域の会」定例会資料 〔前回定例会以降の動き〕 
 

【不適合関係】 

・ 12 月 22 日 柏崎刈羽原子力発電所６・７号機廃棄物処理建屋（管理区域） 

におけるけが人の発生について（公表区分：Ⅲ）        〔P.２〕                   

 

【発電所に係る情報】 

・ 12 月 ９日 柏崎刈羽原子力発電所３号機計装用圧縮空気系除湿装置（ＩＡ 

ドライヤ）からの火災についての原因と対策について      〔P.５〕       

・ 12 月 ９日  柏崎刈羽原子力発電所１号機主変圧器エリアの排水ポンプに 

おける端子台およびケーブルの火災についての原因と対策に 

ついて                           〔P.７〕 

・ 12 月 ９日 モニタリングポスト指示値のデータ伝送異常についての原因と 

対策について                         〔P.９〕 

・ 12 月 ９日 柏崎刈羽原子力発電所建物・構築物の中越沖地震後の点検に 

ついて                                                     〔P.11〕 

・ 12 月 17 日 「原子力災害対策充実に向けた考え方」に係る当社の取り組み 

        について                          〔P.15〕 

・ 12 月 21 日 「核セキュリティ専門家評価委員会」の設置および第１回会合 

の開催について                                             〔P.16〕 

・ 12 月 24 日 柏崎刈羽原子力発電所の取り組み                             〔P.18〕 

・ 12 月 24 日 柏崎刈羽原子力発電所の核物質防護部門における組織見直しに 

               伴う保安規定変更認可申請について                〔P.19〕 

・ 12 月 24 日 柏崎刈羽原子力発電所６・７号機に関する申告内容を踏まえた 

調査結果および今後の対応について               〔P.23〕 

 

【その他】 

・  1 月 ７日 新潟市・見附市・十日町市における「東京電力コミュニケーショ 

ンブース」の開設について                                    〔P.34〕                                                

・  1月12日 広報活動の取り組みについて（１月活動報告）                    〔P.35〕              

 

【福島の進捗状況に関する主な情報】 

 12 月 23 日 福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ 

進捗状況(概要版)                〔別紙〕 

 

 

 

 

 

 

 以 上 

＜参考＞ 
 当社原子力発電所の公表基準（平成 15 年 11 月策定）における不適合事象の公表区分について 

区分Ⅰ  法律に基づく報告事象等の重要な事象 
区分Ⅱ  運転保守管理上重要な事象 
区分Ⅲ  運転保守管理情報の内、信頼性を確保する観点からすみやかに詳細を公表する事象 
その他  上記以外の不適合事象 
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（お知らせメモ） 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所における不適合処理・運転保守状況について 

 

2021 年 12 月 22 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

 

 

当所における運転保守状況等について、当所ホームページに以下の内容を掲載いたしま

したのでお知らせいたします。 

 

 

○ 6/7 号機廃棄物処理建屋（管理区域）におけるけが人の発生について 

（公表区分：Ⅲ） 

 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 広報部 報道グループ 0257-45-3131（代表） 
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2021年 12月 22日 

東京電力ホールディングス株式会社 
柏崎刈羽原子力発電所 

区分：Ⅲ 

 

号機 ６/７号機  

件名 廃棄物処理建屋（管理区域）におけるけが人の発生について 

不適合の 

概要 

 

2021 年 12月 21 日午前 10時 22 分頃、廃棄物処理建屋地下３階（管理区域）におい

て、協力企業作業員 1 名が、鋼材運搬中に転倒し、運搬していた鋼材に右足をぶつけ負

傷（出血）したため、業務車にて病院へ搬送しました。 

 
なお、本人は自力歩行が可能で、身体汚染はありません。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全上の重

要度／損傷

の程度 

＜安全上の重要度＞ 

 
安全上重要な機器等 ／ その他 

＜損傷の程度＞ 

□ 法令報告要 
■ 法令報告不要 
□ 調査・検討中 

対応状況 

病院での診察の結果、右第４趾（右足薬指）末節骨骨折、右第４趾表皮剥離と診断さ

れ、患部の止血および固定の処置をしております。 

今回の事例を踏まえ、発電所関係者に周知し注意喚起を行うとともに、再発防止に努

めてまいります。 
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発生場所概略図 

  

  

柏崎刈羽原子力発電所６／７号機 廃棄物処理建屋 地下３階 

展望台 

柏崎刈羽原子力発電所 
屋外 

発生場所 
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【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社  

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表） 

 

（お知らせ） 

 

2021年 12月 17日 

 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

 

 

「原子力災害対策充実に向けた考え方」に係る当社の取り組みについて 

 

 

2016 年３月 17 日に経済産業大臣からご要請をいただいた、原子力安全対策

と原子力災害対策に関する取り組みについて、前回（2020年 12月 18日）以降

の進捗等を反映いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

  

資料 

・「原子力災害対策充実に向けた考え方」に係る事業者の取り組みについて 

 

 

以 上 
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【本件に関するお問い合わせ】 

東京電力ホールディングス株式会社 

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表） 

 
 

「核セキュリティ専門家評価委員会」の設置および第 1 回会合の開催について 

 

2021 年 12 月 21 日 

東京電力ホールディングス株式会社 
 

当社柏崎刈羽原子力発電所における「安全対策工事の一部未完了」、「ID カード不正使用」

や「核物質防護設備の機能の一部喪失」など、地域の皆さまをはじめ、広く社会の皆さま

がご不安、ご不信を抱かれるような事案を発生させていることについて、改めて深くお詫

び申し上げます。 
 
当社は、同発電所における ID カード不正使用や核物質防護設備の機能の一部が喪失す

る事案に対する根本原因分析、改善措置活動の計画等を取りまとめ、原子力規制委員会

へ報告しております。               （2021 年 9 月 22 日お知らせ済み） 
 
この「改善措置報告書」では、改善措置の確実な浸透のために、第三者による評価を行

うこととしており、12 月 7 日、社外核セキュリティ専門家の視点で当社の核セキュリティ

に関わる取り組みを評価することを目的とした「核セキュリティ専門家評価委員会」を新

たに設置いたしました。同員会に評価いただく内容は以下のとおりです。 
 
・改善措置計画の取り組み状況 

・核セキュリティ文化醸成の取り組み状況 

・核物質防護措置に関するパフォーマンス 

 
また、12 月 23 日、「核セキュリティ専門家評価委員会」の第 1 回の会合を柏崎刈羽原子

力発電所において開催いたしますので、合わせてお知らせいたします。 
 
当社は、「福島第一原子力発電所事故の反省と教訓」という原点に今一度立ち返り、発電

所を生まれ変わらせるつもりで、発電所の安全性や業務品質を向上していくにあたり、同

委員会からいただくご指摘や提言を反映し、抜本的な改革に取り組んでまいります。 
以 上 

別紙：「核セキュリティ専門家評価委員会」の構成 
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＜別 紙＞  

 
 

「核セキュリティ専門家評価委員会」の構成 

 
 
   委 員 板橋 功  氏 

 
＜専門＞ 核セキュリティ、危機管理  

  ＜所属＞ 公益財団法人公共政策調査会 研究センター長 
（核物質防護に関する独立検証委員会 委員） 

 
委 員 岩本 友則  氏 

 
＜専門＞ 保障措置、核セキュリティ  
＜所属＞ 日本核物質管理学会 事務局長 

日本原燃株式会社 フェロー 
 
委 員 黒木 慶英  氏 

 
＜専門＞ セキュリティ全般  
＜所属＞ 全国警備業協会 専務理事 

 
委 員 野呂 尚子  氏 

 
＜専門＞ 核物質防護、核セキュリティ文化  
＜所属＞ 国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 

核不拡散・核セキュリティ総合支援センター 
能力構築国際支援室 技術副主幹 

 
 

以 上 
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１

改善措置の確実な浸透のために、社外の核セキュリティ専門家の視点で当社の核セキュリティに関わる
取り組みを評価することを目的とした「核セキュリティ専門家評価委員会」を新たに設置
2021年12月23日第1回会合を柏崎刈羽原子力発電所で開催

柏崎刈羽原子力発電所における取組み
【改善措置活動】 核セキュリティの外部専門家で構成される評価委員会の設置

2021年12月24日
東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所

＜第1回会合の様子＞

〇委員会の目的
社外の核セキュリティ専門家の視点で、当社の核セキュリティ
に関わる取組を評価し、社長ら経営層への報告・提言を行う。

〇評価内容
・改善措置計画の取り組み状況
・核セキュリティ文化醸成の取り組み状況 等

〇頻度
・半期毎の自己評価に対する評価
・四半期に一回程度の現場視察
・半期毎の社長への評価報告・提言

〇委員構成
・板橋 功 公共政策調査会 研究センター長
・岩本 友則 日本核物質管理学会 事務局長
・黒木 慶英 全国警備業協会 専務理事
・野呂 尚子 日本原子力研究開発機構

核不拡散・核セキュリティ総合支援センター
能力構築国際支援室 技術副主幹

＜核セキュリティ専門家評価委員会の概要＞

冒頭挨拶する板橋委員長

【改善措置活動】 セキュリティ分野の本社・サイト間の機能／責任の見直し
～柏崎刈羽原子力発電所核物質防護等の組織の改編～

2

変更前 変更後

①新設

所長 所長付

業務システムG

放射線安全部

略 防護管理G

防災安全部 防災安全G

原子力安全
センター

安全総括部 略

総務部 略

所長 所長付

放射線安全部

略

セキュリティ
管理部

核セキュリティ運営管理G

サイバーセキュリティG

核セキュリティ施設運用G

原子力安全
センター

安全総括部 略

防災安全G

総務部 略

②移管（廃止）

③移管（廃止）

※本社についても、核物質防護専任の「核セキュリティ管理G」およびサイバーセキュリティ専任の
「サイバーセキュリティ管理G」を新設

②新設

②新設

③新設

核物質防護やサイバーセキュリティなど、発電所のセキュリティを一元的に管理する組織
「セキュリティ管理部」を発電所長の直下に新設（下図①）
防護管理Gを主に設備管理業務、警備業務をそれぞれ担うグループに分割し、防災安全部から
セキュリティ管理部に移管（下図②）
サイバーセキュリティＧを新設し、業務システムGからサイバーセキュリティ業務を移管（下図③）
本組織改編について、本日、原子力規制委員会に保安規定変更認可申請を実施
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柏崎刈羽原子力発電所の核物質防護部門における 

組織見直しに伴う保安規定変更認可申請について 

 

2021年 12月 24日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社柏崎刈羽原子力発電所における「安全対策工事の一部未完了」、「IDカード不正使用」

や「核物質防護設備の機能の一部喪失」など、地域の皆さまをはじめ、広く社会の皆さま

が、ご不安、ご不信を抱かれるような事案を発生させていることについて、改めて深く

お詫び申し上げます。 

 

当社は、同発電所における IDカード不正使用や核物質防護設備の機能の一部が喪失する

事案に対する根本原因分析、改善措置活動の計画等を取りまとめ、原子力規制委員会へ

報告しております。                （2021年 9月 22日お知らせ済み） 

 

同発電所の改善措置計画における核物質防護およびサイバーセキュリティ対策強化に

向けた核物質防護部門の組織体制の見直しに伴い、保安規定に記載の組織も一部変更と

なることから、本日、保安規定変更認可申請書を原子力規制委員会に提出しました。 

 

【主な内容】 

・核物質防護やサイバーセキュリティなど、発電所のセキュリティを一元的に管理する

組織「セキュリティ管理部」を発電所長の直下に新設 

・防護管理グループを主に設備管理業務、警備業務をそれぞれ担うグループに分割し、

防災安全部からセキュリティ管理部に移管 

 

当社は、「福島第一原子力発電所事故の反省と教訓」という原点に今一度立ち返り、

発電所を生まれ変わらせるつもりで、発電所の安全性や業務品質の向上に向け、改善措置

活動を着実に進めるとともに、追加検査等に真摯に対応してまいります。 

以 上 

【添付資料】 

・柏崎刈羽原子力発電所の核物質防護部門における組織体制の見直しについて 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社  

原子力・立地本部 広報グループ 03-6373-1111（代表） 
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（お知らせ） 
 

新潟市・見附市・十日町市における「東京電力コミュニケーションブース」の開設について 

 

2022年 1月 7日 

東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 

 

当社は、9月 22日にIDカード不正使用や核物質防護設備の機能の一部が喪失する事案に

対する根本原因分析、改善措置活動の計画等を取りまとめ、原子力規制委員会へ報告しまし

た。また同日に、報告内容について、安全対策工事の一部未完了を受けた総点検の取り組み

状況などとあわせて公表させていただきました。 

 

これらの取り組みを進めるにあたり、新潟県内の皆さま一人ひとりと直接お会いし、ご意見を

拝聴し、その声を原子力改革へ活かすため、以下の通り「東京電力コミュニケーションブース」

を開設いたします。 

 

＜新潟市＞ 

・期間：2022年 1月 14日（金）から 1月 16日（日） 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・場所：イオンモール新潟南店 ３Ｆピンクラテ前 特設会場 新潟市江南区下早通柳田1-1-1 

 

 ＜見附市＞ 

・期間：2022年 1月 21日（金）から 1月 23日（日） 

・時間：10時 00分～16時 00分 ※23日（日）は 9時 30分～11時 00分 

・場所：ネーブルみつけ 多目的広場 見附市学校町1-16-15 

 

 ＜十日町市＞ 

・期間：2022年 1月 28日（金）から 1月 30日（日） 

・時間：10時 00分～16時 00分 

・場所：リオン・ドール十日町店 ファッションアイ横 特設会場 十日町市旭町161 

 

※新型コロナウイルス感染症の感染防止対策に、ご協力をお願いいたします。 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ】 
東京電力ホールディングス株式会社 

新潟本社 渉外・広報部 報道グループ  025-283-7461（代表） 
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廃炉・汚染水・処理水対策の概要 ２０２１年１２月２３日
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合/事務局会議

1/9

「廃炉」の主な作業項目と作業ステップ

使用済燃料プールからの燃料取り出しは、2014年12月に4号機が完了し、2021年2月28日に３号機が完了しました。
引き続き、１、２号機の燃料取り出し、１～３号機燃料デブリ(注１)取り出しの開始に向け順次作業を進めています。

１～６号機 燃料取り出し完了 2031年内

１号機 燃料取り出し開始 2027年度～2028年度

２号機 燃料取り出し開始 2024年度～2026年度

３号機 燃料取り出し完了 2020年度内

４号機 燃料取り出し完了 2014年

初号機 燃料デブリ取り出し開始

２号機 2021年内
※新型コロナウイルス感染拡大の影響で
1年程度遅延する見込み

• 多核種除去設備以外で処理したストロンチウム処理水は、多核種除去設備での処理を行い、
溶接型タンクで保管しています。

• 陸側遮水壁、サブドレン等の重層的な汚染水対策により、建屋周辺の地下水位を低位で安定
的に管理しています。また、建屋屋根の損傷部の補修や構内のフェーシング等により、降雨時の汚
染水発生量の増加も抑制傾向となり、汚染水発生量は、対策前の約540m3/日（2014年5
月）から約180m3/日（2019年度）、約140m3/日（2020年度）まで低減しています。

• 汚染水発生量の更なる低減に向けて対策を進め、2025年内には100m3/日以下に抑制する
計画です。

シナリオ・技術の検討 設備の設計・製作 解体等
原子炉施設の

解体等

汚染水対策 ～３つの取り組み～

（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進に関する取り組み
①汚染源を「取り除く」 ②汚染源に水を「近づけない」 ③汚染水を「漏らさない」

（２）滞留水処理の完了に向けた取り組み

• 建屋滞留水水位を計画的に低下させるため、滞留水移送装置を追設する工事を進めております。
• 2020年に1～3号機原子炉建屋、プロセス主建屋、高温焼却炉建屋を除く建屋内滞留水処理
が完了しました。

• 今後、原子炉建屋については2022年度～2024年度に滞留水の量を2020年末の半分程度に
低減させる計画です。

• プロセス主建屋、高温焼却炉建屋の地下階に、震災直後の汚染水対策の一環として設置したゼ
オライト土嚢等について、線量低減策及び安定化に向けた検討を進めています。

（３）汚染水対策の安定的な運用に向けた取り組み

• 津波対策として、建屋開口部の閉止対策や防潮堤設置の工事を進めています。また、豪雨対策
として、土嚢設置による直接的な建屋への流入を抑制するとともに、排水路強化等を計画的に実
施していきます。

原子炉格納容器内の状況把握/
燃料デブリ取り出し方法の検討 等

燃料デブリ
取り出し

燃料デブリの
保管/搬出

1、3号機 2号機

燃料デブリの
取り出し

揚水井

地下水位

原子炉建屋

水ガラス
地盤改良

浄化処理

溶接型タンク

屋根損傷部補修

海
側
遮
水
壁

地
下
水
ド
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ン

陸
側
遮
水
壁

地
下
水
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滞留水
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敷地舗装

タービン建屋

セシウム除去
淡水化

メガフロート
着底

港
湾

赤字：（１）３つの基本方針に従った汚染水対策の推進
青字：（２）滞留水処理の完了
緑字：（３）汚染水対策の安定的な運用

更なる
水位低下

開
渠
内

トレンチ

防潮堤

汲み上げ

汲み上げ 汲み上げ

汲み上げ

汲み上げ

サ
ブ
ド
レ
ン

(注1)事故により溶け落ちた燃料

多核種除去設備等処理水の処分について

処理水の海洋放出にあたっては、安全に関する基準等を遵
守し、人及び周辺環境、農林水産品の安全を確保してまいり
ます。また、風評影響を最大限抑制するべく、モニタリングのさら
なる強化や第三者による客観性・透明性の確保、IAEAによる
安全性確認などに取り組むとともに、正確な情報を透明性高く、
継続的に発信してまいります。

※1 人及び環境への放射線の影響評価を含む
※2 少量の放出から慎重に開始

ALPS処理水の
取扱いに関する
小委員会

東京電力原子力
規制委員会

東京電力政府
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2年程度

4月13日に「廃炉・汚染水・処理
水対策関係閣僚等会議」より決定

処理水対策

燃料
取り出し

燃料の
保管/搬出

がれき撤去 等
燃料取り出し
設備の設置

3、4号機

使用済燃料プール
からの燃料取り出し

1、2号機

2021年12月21日に原
子力規制委員会へ申請
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陸側遮水壁測温管の一部温度上昇に伴う
試験的な止水の実施

陸側遮水壁
範囲（推定）

凍結管ライン

地盤改良
対象範囲

測温管
140-7S

測温管
160-7S

測温管
150-7S

鋼矢板設置

地下水
(推定)Co-7

湧水

湧水
SFP配管

軽油タンク
基礎

配管

鋼矢板再検討

鋼管

ALPS処理水の測定・確認用タンクの攪拌実証試験
による攪拌効果の検証実施

多核種除去設備等処理水（ALPS処理
水）に関する実施計画の変更認可申請

1号機PCV内部調査開始2022年1月中旬に向けて
準備作業を実施中

2号機PCV内部調査に向けて
試験的取り出し装置の性能確認試験・訓練を実施

陸側遮水壁測温管の一部温度上昇に伴う試
験的な止水のため、12月6日から鋼管の設置工
事を実施し、12月13日に完了しました。
12月10日には測温管の温度が0℃以下にな
ったものの、鋼管設置による測温管温度やK排
水路の湧水量等に明瞭な変化が見られないこと
から、止水効果をさらに高めるため12月18日か
ら鋼矢板の追加設置工事を開始しています。
なお、陸側遮水壁の内外水位差が十分に確
保されていること、サブドレンの汲み上げ量のトレ
ンドに有意な変化がないことから、遮水性は確保
していると評価しています。

国内工場（神戸）において、
8月より試験的取り出し装置を
用い、性能確認試験・訓練を行
っています。現在、X-6ペネ模擬
体の通過試験等を実施していま
す。
また、X-6ペネハッチ開放に当た
り事前に隔離部屋を設置する作
業を11月より開始しています。
引き続き内部調査及び試験的
取り出し作業に向けて、計画的
に作業を進めていきます。

◆１～３号機の原子炉・格納容器の温度は、この１か月安定的に推移しています。
また、原子炉建屋からの放射性物質の放出量等については有意な変動がなく、 総合的に冷温停止状態を維持していると判断しています。

東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマップ進捗状況（概要版）

取り組みの状況

陸
側
遮
水
壁

2016/3/31
凍結開始

1568/1568
凍結管設置 (本)

2015/11/9
凍結管設置完了

燃料取り出し用カバー

取り出し完了燃料（体）

1535/1535*1
（2014/12/22燃料取り出し完了）

＊1：2012年に先行して
取り出した新燃料2体を含む4号機

注水

2号機

ペ
デ
ス
タ
ル

3号機

前室

615体

注水

ドーム屋根

燃料取扱機
クレーン

FHM
ガーダ遮へい体

サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ安全第一福島第一安全第一福島第一安全第一福島第一

使用済燃料
プール(SFP)

オペレーティングフロア
（オペフロ）

注水

392体

原子炉建屋(R/B) 1号機

養生バッグ

ﾌﾞﾛｰｱｳﾄﾊﾟﾈﾙ
（閉止完了） 取り出し完了燃料（体）

566/566
（2021/2/28燃料取り出し完了）

原子炉
格納容器
(PCV)

原子炉
圧力容器
(RPV)

燃料
デブリ
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前室

ALPS処理水の取扱いについて、4月の政府
基本方針を踏まえ、東京電力では、安全確保
のための設備の検討や準備を進めるとともに、
地域の皆さま、関係者の皆さまに検討状況の
ご説明やご意見を伺ってきました。
この度、12月21日にALPS 処理水希釈放
出設備及び関連施設の基本設計等について、
実施計画の変更認可申請書を原子力規制
委員会へ申請しました。
今後、原子力規制委員会にて審査が行われ
ます。

PCV内部調査にむけ、12月
14日に遠隔操作室の機材設
置が完了しました。
また、12月16日に水中調
査ロボットを搭載したケーブルド
ラムの設置作業が完了しました。
今後、装置の動作確認を実
施するなど、2022年1月中旬
のPCV内部調査開始に向け、
引き続き作業を進めていきます。

ALPS処理水の厳格な放射能濃度の測定に向け、測定・
確認用タンク１基ごとに設置する攪拌装置の動作・効果の検
証について11月23日に試薬を用いて行いました。

ALPS処理水に関する設備の検討に必要な海域での
地質調査等の実施について

ALPS処理水の取扱いに関する安全確保のための設備の詳細検討や工事
の安全確保に向け、発電所沖合の地質データの調査を実施しています。

＜攪拌時のタンク
水面の状況＞

撹拌後、処理水中の試
薬の濃度が想定した濃度
となったことから、撹拌効
果があったと評価していま
す。
今後、2022年2月より

10基のタンクを連結した
循環実証試験を実施予
定です。

<X-6ペネ通過試験>

＜地質調査の状況＞

地質調査に先立ち、11月27日に海
底の磁気探査調査を実施し、支障物が
無いことを確認しました。
その後、12月１日から地質調査を開
始する予定でしたが、悪天候により作業
ができない日が続いたため、12月14日か
ら調査を開始しました。
また、並行して12月10日より放水立
坑周辺の土留設置や掘削等の環境整
備工事を実施しています。

作業台船

ロボットアーム 模擬X-6ペネ
（アクリル製）

<装置の設置状況>

ケーブル
ドラム

＜攪拌装置＞

<平面概略図>
外側（山側）

内側（海側）
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主な取り組みの配置図
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提供：日本スペースイメージング（株）2021.4.8撮影
Product(C)[2021] DigitalGlobe、 Inc.、 a Maxar company.

６
号

５
号

MP-2

MP-4

MP-6

MP-3

MP-5

MP-7

MP-8

凍土方式による
陸側遮水壁

海側遮水壁

地下水バイパス
地
下
水
の
流
れ

タンク設置エリア

MP-1

廃棄物処理・貯蔵設備
貯蔵庫設置予定エリア

廃棄物貯蔵庫
設置エリア

１
号

２
号

３
号

４
号サブドレン

敷地境界
増設雑固体廃棄物焼却設備

雑固体廃棄物焼却設備

高温焼却炉建屋

プロセス主建屋

2号機PCV内部調査に向けて
試験的取り出し装置の性能確認試験・訓練を実施

1号機PCV内部調査開始2022年1月中旬に向けて
準備作業を実施中

ALPS処理水の測定・確認用タンクの攪拌実証試験に
よる攪拌効果の検証実施

地盤改良

ALPS処理水に関する設備の検討に必要な海域での
地質調査等の実施について

陸側遮水壁測温管の一部温度上昇に伴う試験的な
止水の実施

多核種除去設備等処理水（ALPS処理水）に関する
実施計画の変更認可申請
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東京電力ホールディングス株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

 

ご質問への回答 

 

<宮崎委員> 

質問１：6号機大物搬入建屋の基礎杭の損傷について 

Q１-1．鉄筋が切れたり、曲がったりしているとありましたが、側面が滑らかで膨らむような現

象はなかったのでしょうか。 

A1-1．  

○ 杭の側面の滑らかで膨らむような現象は認められませんでした。 

 

Q1-2．鉄筋の状況から杭の上面に割れや膨らむということはなかったのでしょうか。 

A1-2．  

○ 杭の上面に割れや膨らむという現象は認められませんでした。 

 

Q1-３．６号機には、Ｖ系断層とＦ系断層が交差していますが、それぞれの断層にずれはなかっ

たのでしょうか。 

A1-3．  

○ 新潟県中越沖地震以降，新規制基準適合性審査への対応において，大湊側で 3 箇所の立坑調

査を実施しており，断層にずれがないことを確認しております。 
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Q1-4．中越沖地震の際、各建屋レベルの変動が記録されています。 

大物搬入口に近い原子炉建屋南辺の東西角の変動を見ると７号機は沈降し、６，５号機は隆起

しています。杭の損傷は、地震の上下動によるのではないでしょうか。調査中とは思いますが、

検討していますか。 

資料;平成１9 年 11 月７日「柏崎刈羽原子力発電所の新潟県中越沖地震を踏まえた地質・地

盤調査計画及び現在の状況について」P21建屋レベル変動図（５－７号機側）暫定版より 

 

 

 

 

 

 

 

A1-4． 

○ 杭の損傷原因については、現在様々な観点から調査を進めているところです。原因については

調査結果が取りまとまり次第、公表させていただきます。 

 

Q1-5．規制基準適合性審査は６，７号機ともに「合格」しましたが、現在、工事計画認可申請

は７号機に限られています。６号機の工事計画認可を遅らせたのは、今回の杭の損傷と関係

がありますか。 

A1-5．  

○ 補正準備が整った 7 号機の設計及び工事計画認可申請につきましては、審査上の論点が整理

され、効率的に審査いただけるものと考えていたことから、先行して補正申請を行い、現在認

可いただいております。 

○ なお、6号機につきましても補正準備が整いしだい補正を行う予定であり、今回の杭の損傷と

の関係はありません。 

 

Q1-6．６号機の工事は、東京電力と東芝エネルギーシステム社と共同会社を作って行うことに

なりましたが、杭の損傷以上に、東京電力だけでは対処できない課題・対策が６号機にある

からでしょうか。 

 

西 

東

通

村 
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A1-6．  

○ KK6 安全対策共同事業株式会社（ＫＳ６）は、当社のＢＷＲを長期に渡り運営・保全してき

た技術・知見と、東芝エネルギーシステムズ㈱のＢＷＲ製造・エンジニアリングの技術・知見

を持ち寄り、柏崎刈羽原子力発電所６号機の安全対策工事を的確に実施することを目的とし

て、2020 年 6 月に設立した会社です。お互いの知見を共有し、業務への理解を深めること

で、安全性や品質の向上を図ってまいります。 

 

質問２：フィルターベントの地盤改良についてお聞きします。 

Q2-1． ７号機の大物搬入建屋は、20ｍもの杭を西山層に着けて、杭の周りをセメント改良土

で囲むと聞きました。これまでの古安田層では液状化する可能性があるとして改良するわけ

です。 

フイルターベントの改良では、基礎杭は長さ30m,周りは液状化層の古安田層と新期砂層で

す。その液状化層を幅10m四方のセメント改良土で囲むと聞きました。 

フイルターベントの周りの古安田層の広さはどれくらいですか。 

また、フイルターベントからセメント改良土まで、どれくらいの距離がとられていますか。 

A2-1．  

○ フィルタベント基礎周辺の地盤改良体で囲われた古安田層を含む原地盤の平面方向の広さは，

約20m四方です。 

なお、フィルタベント基礎直下の原地盤の構成は，地表面から下方に新期砂層，古安田層，西

山層となっており，新期砂層の層厚は約16m，古安田層の層厚は約7mです。 

また、フィルタベント基礎と地盤改良体との平面方向の間隔は、フィルタベント基礎側面より

１ｍから４m程度の距離がとられております。 

詳細は地盤改良範囲図およびＡ－Ａ断面図をご参照ください。 
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Q2-2．鉛直方向の地震動に対しても、耐えられるようになっていると思いますが、どのような

対策ですか。 

A2-2．  

○ フィルタベント基礎の杭は原子炉建屋と同じ西山層に支持させており、その周辺を地盤改良

でロの字に囲い、基礎直下の地盤の変形を抑制する対策をしています。地盤の変形を抑制する

ことによって、杭やフィルタベント基礎の損傷を防ぐことができます。 

○ なお、鉛直方向の揺れも考慮して、シミュレーション解析を用いて設計しており、基準地震動

Ｓｓに対してフィルタベント基礎、壁および杭が健全であることを確認しております。 

 

＜前回定例会におけるご質問についての追加回答＞ 

Q2-3．6号機大物搬入建屋の基礎杭の損傷による事案を受けて、フィルタベントの基礎周辺に

おける真下の地盤評価の見直しを行うのか。 

A2-3． 

○ 現在、６号機の大物搬入建屋の調査を継続中であり、原因に応じて必要な対策を検討してまい

ります。 

 

 

以 上 
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